
経営比較分析表（令和6年度決算）
滋賀県　総合病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 500床以上 自治体職員 635 - - ■

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 33 対象 I 訓 ガ 救 臨 が 地 輪 - - 635 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- 635

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

1,405,246 86,453 非該当 非該当 ７：１ 635

Ⅰ 地域において担っている役割
・都道府県がん診療連携拠点病院として、手術、化学療法、放射線治
療のほか、リハビリ、再建医療、緩和ケアも含めた多角的、総合的な
高度医療を県内全域に提供している。
・県域でのがん・心疾患・脳血管疾患等の生活習慣病に対する高度医
療や、地域における２次救急の役割を担っている。
・令和7年1月に小児保健医療センターと統合し、院内にこども医療セ
ンターを設置。難治・慢性疾患の治療に継続的に取り組み、医師の連
携治療を行うなど、統合効果を生かした専門医療を提供している。
・母子保健の中核的支援拠点として、精密検診事業等を通じて早期治
療や訓練が適切に受けられる小児保健サービスの提供や、医療型児童
発達支援センターとして、専門性を活かした総合的療育とリハビリ、
地域療育教室への職員派遣などを行っている。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 82.8 84.6 84.4 86.3 84.1当該値 101.1 102.8 105.3 96.4 93.6 当該値 70.8 68.7 68.1 70.8 68.7当該値 79.4 81.1 80.9 82.9 80.4

平均値 88.7 90.6 90.6 91.5 90.4平均値 102.9 106.1 102.9 97.4 95.0 平均値 70.6 71.4 72.2 74.4 76.3平均値 86.5 88.6 88.6 89.5 88.3

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

・収入面においては、旧総合病院、旧小児保健医療センターともに
入院・外来患者数が増加しており、診療報酬改定に応じた施設基準
の見直しや病院統合によるDPC制度の適用拡大等により医業収益は増
加した。外来単価については、旧小児保健医療センターとの統合の
影響により、昨年比で下落となった。
・費用面においては、給与費が増加するとともに、物価高騰等の影
響により経費も膨らんだ。
・以上、収入面は増加したものの、費用面もそれ以上に大きく増加
したことから経常収支比率、医業収支比率、修正医業収支比率とも
に前年度比で下落した。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 ・有形固定資産については平成28年度に建設した新病棟にかかる減
価償却額が累積し、有形固定資産減価償却率が高水準にある。
・医療技術が高度化する中で、引き続き安全で質の高い医療を提供
していくため、効果的な建物、医療機器の整備・更新を進めてい
く。
・当院は小児分野を含め高度・先進医療の提供に必要な機能を整備
しており、1床当たり有形固定資産が全国平均を上回っている。

R06 R02 R03 R04

31.1 30.9 30.7 32.6 32.057.3 当該値83,016 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 75,766 79,610 82,275 83,606

60.0 58.4 57.4 54.523,483 22,968 23,094 25,394 24,012 当該値

22,637 23,244 23,704 25,007

当該値 66,566 71,839 74,201 76,653

31.3

2. 老朽化の状況

全体総括

・がん診療においては、令和5年度の新放射線治療棟竣工後、稼働準備
を進めてきた最新の放射線治療装置による診療を令和6年10月より開始
し、患者負担の少ない治療を行った。こうした放射線治療のほか、ロ
ボットによる手術や化学療法、がんゲノム医療といった最新の手法も
取り入れ、患者一人ひとりに合った負担の少ない治療を提供するなど
「都道府県がん診療連携拠点病院」としての役割を果たしてきた。
・救急医療においても、湖南圏域における二次救急医療機関として期
待される役割を果たせるよう救急車の受け入れ拡大に取り組み、圏域
における救急車応需割合が1/4まで高まった。
・今後は厳しい経営状況の中、質の高い医療を安定して提供するため
さらに診療収益を確保する必要がある。そのため、診療体制の充実を
図るとともに、地域の診療所や病院等との連携強化による患者の確保
を一層推進する。併せて、救急患者の受け入れや手術件数の増大、経
費の削減などあらゆる取組を行う必要がある。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

49.8 平均値 29.0 29.2 29.4 30.925,545 平均値 51.8 49.6 48.8 48.685,381 平均値

R05 R06

当該値 121.7 112.6 103.4 99.9 85.7 当該値 57.0

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

84,155,443 85,161,770 89,301,495 87,899,280

平均値 34.2 29.2 25.3 21.0 24.3

73.7 73.7 70.3 60.2 当該値 83,360,03059.2 60.4 60.1 61.2 当該値 70.8

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 58,042,153 58,985,932 58,800,982 59,984,927 62,086,611平均値 69.2 70.8 70.7 70.3 69.9平均値 54.0 55.4 55.5 56.0 57.4
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経営比較分析表（令和6年度決算）
滋賀県　精神医療センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 精神科病院 精神病院 自治体職員 - - - ■

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 4 - - 臨 123 - 123 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- -

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

1,405,246 10,398 非該当 非該当 １５：１ -

Ⅰ 地域において担っている役割
・県内の精神医療を担う中核施設として、地域医療機関や保健所な
どの関係機関との連携のもと、思春期精神障害、アルコール依存症
等中毒性精神障害、精神科救急医療および身体疾患を伴う精神障害
などを中心として、高度・特殊専門医療を担っている。
・また医療観察法に基づく鑑定入院および指定通院・入院医療機関
としての医療を提供している。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 60.7 62.4 61.9 58.9 57.7当該値 96.5 98.9 97.3 93.5 89.4 当該値 64.2 67.8 66.6 68.2 73.5当該値 54.7 55.9 55.3 52.4 51.6

平均値 64.8 64.1 64.1 63.8 62.3平均値 102.3 103.5 102.5 100.2 96.5 平均値 65.3 63.1 62.3 62.4 61.9平均値 61.9 61.7 61.5 61.1 59.5

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

・入院・外来収益は前年度から増加し、新型コロナウイルス感染症
の影響による落ち込みから一定回復傾向にあるものの、いまだにコ
ロナ禍以前の水準まで改善していない。また、人件費や材料費等の
費用増加が重なり、令和５年度に引き続き赤字となった。
・令和５年度と比較すると、入院については患者数および単価とも
に増加し、外来は患者数および単価が減少した。
・累積欠損金比率は類似病院平均値を下回っていはいるが年々増加
傾向にあるため、引き続き医業収支比率を改善し、累積欠損金の解
消に努める。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 ・病院建物の大部分は平成５年度に開設したものであり、有形固定
資産減価償却率は類似病院平均値と比較してやや老朽化が進んでい
る。
・県立病院としての役割を果たせるよう一般的な病院以上の機能を
付加して建設しているため、1床当たり有形固定資産が高くなってい
る。

R06 R02 R03 R04

8.3 8.0 7.7 8.3 8.0116.8 当該値28,056 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 22,234 22,875 23,419 23,411

112.4 110.2 112.2 118.28,761 8,470 8,506 8,683 8,452 当該値

8,706 8,691 8,761 8,739

当該値 29,992 28,985 30,028 27,999

6.9

2. 老朽化の状況

全体総括

・令和６年度は、診療収益の落ち込みが継続していることや、人件
費や物価高騰の影響で材料費等の費用が増加していることにより、
令和５年度に引き続き赤字決算となった。
・一層の診療収益確保、経費節減の取組などにより健全な経営に努
め、県立病院としての役割を果たしていく。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

86.9 平均値 7.9 7.7 7.3 6.98,697 平均値 92.2 91.4 84.0 82.923,940 平均値

R05 R06

当該値 26.8 28.1 32.1 44.3 61.5 当該値 63.9

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

50,422,650 50,353,943 52,080,073 51,801,740

平均値 197.8 171.0 160.5 167.7 180.9

82.6 85.8 58.2 51.0 当該値 50,446,78966.2 68.5 67.4 68.5 当該値 79.6

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 28,287,536 28,070,344 28,458,752 26,802,274 27,263,304平均値 67.5 68.7 68.0 69.3 72.4平均値 54.0 55.1 52.2 52.5 54.6
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
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